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要約 

本稿は乳幼児を育てる母親の一時保育・一時預かり施設の利用に対する感情について検討した先行研究を概

観し，乳幼児を育てる母親が抱く一時保育・一時預かり施設利用への心理的抵抗感とはどのような感情なの

かを考察し，今後の一時保育・一時預かり施設利用に対する母親の感情についての研究の課題を検討するこ

とを目的として文献レビューを行った。その結果，一時保育・一時預かり施設利用への抵抗感は不安や心配，

罪悪感，漠然としたためらい等が含まれる複合的感情であり，背景要因として制度面・立地面による負担感

や子どもの特性に加え，周囲からの否定的反応と母親が持つ子育て観も影響していると推測された。また，

一時保育・一時預かり施設の利用に踏み切った後も託児への心理的抵抗感が完全に無くなるわけではないが，

母親が託児の経験を経ることによって安心感を得て，心理的抵抗感が軽減するプロセスが示唆された。加え

て，心理的抵抗感を軽減させる支援として，母親の親都合の託児への肯定を促す介入や一時的な託児による

子どもへの良い影響の説明が重要であると言える。さらに，今後の研究課題として，母親へのインタビュー

調査，抵抗感を構成する感情の関連因子の検討，一時預かり事業による母親の心身の健康度への効果の検討

が必要であると考えられる。 

 

キー・ワード：一時保育，一時預かり事業，母親，託児への抵抗感，文献レビュー 

 

I 問題と目的 

1．問題 

日本では，保護者が急な用事や仕事が入った時

やリフレッシュしたい時等に，乳幼児を保育所な

どの施設や地域子育て支援拠点で預かる一時預か

り事業が実施されている（こども家庭庁，2015）。

平成 10 年版の厚生白書では「専業主婦であって

も，一定の時間，保育所の一時保育やベビーシッ

ターを利用するなどして（中略）より豊かな心で

子どもと接することができれば，四六時中子ども

の側にいなくともそれは立派な親としての責任の

果たし方であり，愛情表現でもある」と報告され

（厚生労働省，1999），一時的な託児サービスは全

ての子育て家庭に重要なサービスであるという捉

え方に転換してきた。加えて，一時預かり事業の

延べ利用児童数（厚生労働省，2018）も，約295

万人（2009年）から約490万人（2017年）と確

実に増加している。一方で，未就学児の保護者に

行った調査では，母親が家を空ける際子どもの世

話のために外部機関やサービスを利用することは

減少傾向にあり，8 割の母親は家を空ける際の子

どもの面倒は夫に頼むと回答していることから，
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子どもの世話については家庭の中で対応している

ことがうかがえる（ベネッセ教育総合研究所，

2022）。また，0～2 歳の子どもを育てる保護者に

行った調査では一時預かり施設の利用を希望する

保護者は86.1％に及ぶことに対して，利用経験が

あると答えたのは13.3％に留まっており（小池他，

2018），一時預かり事業を利用したいが利用に至

っていない家庭が多いと考えられる。ここで，参

考として託児サービスの 1 つである預かり保育に

ついての研究を紹介する。預かり保育とは，保育

園や幼稚園に在籍している幼児を対象として，保

育園や幼稚園が託児時間を追加したり延長したり

して子どもを一時的に預かり保育するサービスで

ある。認定こども園に通園する子どもの母親 518

名に実施した預かり保育についての質問紙調査

（楠本，2015）では，約8割の母親が預かり保育

を利用していることが示されている。つまり，一

時預かり事業における利用希望率と利用率の差は

他の託児サービスと比較しても大きいと推察され

る。 

加藤・中坪（2018）は，リフレッシュ目的によ

る一時預かり事業を利用しにくい理由や背景を明

らかにすることを目的として，「一時預かり」，「一

時保育」をキー・ワードに文献レビューをしてい

る。この文献レビューの結果から，リフレッシュ

目的での一時預かり事業の利用しにくさの理由と

して，①予約や申し込み方法の難しさ等の手続き

上の困難，②性別役割分業意識等の子育てをめぐ

る無意識的偏見，③女性（母親）自らが抱く無意

識的偏見や子どもへの罪悪感による子育ての呪縛

的信念があると考察し，子育て支援事業や社会的

な環境整備の機能不全を指摘していた。加藤・中

坪（2018）の考察から，一時預かり事業における

利用希望率と利用率の差に影響を与えている要因

として，利用手続きの煩わしさや利用料金の高さ

等の環境要因があると考えられる。それに加えて，

一時預かり事業の利用に至らない背景には，母親

が抱く一時預かり施設利用への罪悪感や抵抗感等

の心理的要因も大きく影響していると考えられる。

一方で，加藤・中坪（2018）の文献レビューでは，

一時預かり事業の制度上の困難や社会的意識によ

る困難を取り上げており，母親自身が抱く一時保

育・一時預かり施設利用に対するネガティブな感

情についての考察は十分にはなされていないと言

える。しかしながら，保護者が一時預かり施設利

用に対してどのようなネガティブな感情を抱き，

一時預かり施設を利用することで，それらの感情

がどのように変化するのかを明らかにすることは

重要であると考える。三菱UFJリサーチ＆コンサ

ルティング（2023）の調査にて，一時預かり事業

所側からのニーズを尋ねた自由記述の回答には，

「育児に疲れがみえる保護者へ一時預かりの利用

を促すが，利用につながらない現状があるため，

どのような点が保護者のハードルとなっているの

か把握したい」といった声もあり，特に一時保育・

一時預かり施設利用に対して母親が抱く心理的抵

抗感を明らかにすることは，一時預かりの利用希

望率と利用率の差を埋める子育て支援の構築のた

めにも急務である。 

 

2．目的 

そこで，本稿では乳幼児を育てる母親が一時保

育・一時預かり施設に子どもを預けることに対し

てどのような感情を抱き，利用することでどのよ

うに変化するのかについて検討した先行研究を概

観し，以下の 2 点を検討することを目的とする，

①乳幼児を育てる母親が抱く一時保育・一時預か

り施設利用への心理的抵抗感とはどのような感情

であり，実際に利用することでどのように変化す

るのか，②今後の一時保育・一時預かり施設利用

に対する母親の感情についての研究の課題。 

尚，“一時預かり事業”とは“一時保育事業”が

改称されたものである（加藤・中坪，2018）が，

本邦では，一時預かり事業を実施している自治体

や託児施設によっては“一時保育”という名称を

用いていることも多い。そのため，本稿では，在
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園児以外の子どもの一時的な託児サービスを実施

している施設を “一時保育・一時預かり施設”と

する。 

 

Ⅱ 方法 

検索データベースはCiNiiを使用した。「一時保

育」，「一時預かり」を検索語として使用して文献

を収集した後，抽出論文の引用文献を参照してハ

ンドサーチも行い，新たに文献を収集した。加え

て，本研究では，以下の 3 項目にあてはまる調査

研究を文献レビューの対象とした，①一時保育・

一時預かり施設に対する母親の感情を調査した研

究，②病児保育，障害児対象のレスパイトケア，

ファミリーサポート，ショートステイ，災害時緊

急一時保育に関する研究ではないこと，③本邦に

て母親本人に対する調査を実施していること。尚，

より幅広い文献をレビューするために査読の有無

を問わずに文献を収集した。 

その結果，7 件の学術論文が文献レビューの対

象となった。加えて，最新の一時保育・一時預か

り施設の利用状況を把握するために，三菱UFJリ

サーチ＆コンサルティング（2023）の調査報告を

参照した。さらに，託児への心理的抵抗感につい

てより深く考察するため，一時保育施設に子ども

を預ける母親を対象とした調査を実施している村

田（2023）の書籍と，保育園や幼稚園への託児に

対する母親の意識についてのインタビュー調査を

行った学術論文である甲斐（2012）も文献レビュ

ーの対象とした。 

 

Ⅲ 結果－先行研究の動向－ 

1．利用目的 

 一時保育や一時預かり施設を利用する目的につ

いての調査は，比較的多く見受けられる。最新の

調査として，一時預かり事業所 3,696 カ所を対象

に行った三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング

（2023）の調査があり，定期利用では「保護者等

の就労（80.8％）」がもっとも割合が高く，次いで

「保護者等の疾病，出産・けが等（42.8％）」，「育

児に伴う保護者等の心身負担の解消（32.4％）」が

挙げられていた。定期利用以外では，「保護者等の

疾病，出産・けが等（59.6％）」，「育児に伴う保護

者等の心身負担の解消（58.4％）」，「保護者等の就

労（53.4％）」が上位に挙げられた。このように，

就労や急用以外にも母親自身の心身負担の軽減を

目的として，一時預かり施設を利用する母親も多

くいると考えられる。 

母親を対象として利用目的を調査した研究もあ

る。保育所の一時保育事業の利用者73名を対象と

した早瀬（2010）の質問紙調査によれば，一時保

育の利用理由は，「子どものため（集団に入れたい

等）（57.7％）」が最も多く，次いで「仕事（パート

を含む）（39.7％）」だが，「育児の心理的・肉体的

負担の解消（31.5％）」や「子育てに疲れ，一時的

に子育てから開放されたい（23.3％）」という回答

も得られている。また，工藤（2018）は10ヶ月及

び1歳6ヶ月児健診に来た乳幼児の保護者418名

を対象とした質問紙調査では，利用目的の分布は

「リフレッシュ利用（自分の時間，友人との外出

等）（59.7％）」，「緊急時利用（疾病・冠婚葬祭等）

（31.2％）」，「就労利用（27.3％）」となっており，

早瀬（2010）と同じくリフレッシュ目的の利用は

全体の5~6割を占める結果となっている。一方で，

一時保育施設を利用している保護者354名を対象

とした津田・木村（2010）による，質問紙調査で

は，利用目的は「子どもを預けたい（5～6 割）」，

「リフレッシュしたい（1.5～2割）」という結果に

なっていた。しかしながら，「子どもを預けたい」

という項目は抽象的であるため，保護者自身の心

身負担感の軽減のために子どもを預けたいという

意味合いでこの項目に回答したことも考えられる。 

このように，母親対象の調査では具体的な利用

目的が明らかになっている。また，リフレッシュ

目的で一時保育・一時預かり施設を利用する母親

の割合は調査によって一貫していないが，そのよ

うな母親も少なくないことが示されている。しか
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し，保護者のリフレッシュやレスパイト等で定期

的な利用を希望していても，利用用件に設定がな

い・空きがないなどで，十分利用できていない（三

菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング，2023）と

いう報告もあり，実際のリフレッシュ目的による

一時保育・一時預かり施設の利用希望率はより高

いと推測される。 

 

2．利用しにくさの背景要因 

1）利用していない理由 

一時保育・一時預かり施設を利用したことのな

い母親を対象に利用していない理由について調査

をした研究もある。津田・木村（2010）では，利

用する意思はあるが「家族の協力がある」，「子ど

もが小さい」，「現在妊娠中」等の理由から今のと

ころ支援を利用する必要がないと81.4％が回答し

た。また，「支援の利用方法がよくわからない」，

「時間が合わない」，「予約をするのが面倒」等の

制度に対する利用のしづらさを訴えている母親も

35％いた。0~3歳の子どもを育てる専業主婦26名

に子育てサポートへのニーズをインタビュー調査

した工藤（2013）でも，一時保育の利用しにくさ

として，料金の高さ，立地場所，定員の不足やサ

ービスの利便性といった制度や立地面の利用しに

くさに加え，保育の質への不安が挙げられていた。 

また，工藤（2018）では，利用する必要がない

と答えていた保護者の多くは，「託児が必要な時は

親族や配偶者に預けられる」，「保育所・幼稚園，

訪問型保育を利用している」といった理由を選択

し，一部が「子どもを預けたくない（10.3％）」と

いう理由を選択していた。同じく工藤（2018）で

は，利用する必要はあったが利用していないと回

答した保護者にも理由を尋ねており，そのような

保護者の多くが，情報不足，手続きの煩雑さ，料

金の高さ，立地場所，定員の不足を選択していた。

加えて，「子どもを預けるのにためらいがあった

（43.5％）」，「保育内容に不安があった（8.7％）」

という託児への抵抗感や保育への不安も選択され

ていた。また，少数ではあるが，「家族が反対した

（6.5％）」，「子どもが嫌がった（4.3％）」という周

囲からの反応を利用しない理由として選択してい

る者もいた。 

松岡・櫻谷（2004）は一時保育を利用している

母親に対して，利用する前に利用しにくい状況が

あったか尋ねており，60.6％が「あった」と回答し

ていた。また，その状況について選択式で尋ねて

おり，立地面や情報不足，保育の内容への不満と

いった社会的条件を選択した者が47.1％，周りの

人からの反応（『子どもがかわいそう』，『自分勝手

だ』，『母親は子育てに専念すべき』など）を選択

した者が 14.7％，「子どもがかわいそうだと感じ

る」，「周りから，子どもへの愛情が薄い・自分勝

手であると見られないかと思った」，「子どもを預

けてまで，仕事・用事・リフレッシュをしたいと

思わなかった」，「子育てに他人の手を借りずに自

分でやり遂げたかった」，「母親は子育てに専念す

るものだと思った」といった母親自身の気持ちの

葛藤を選択した者が38.2％いた。 

上記のような研究から，一時保育・一時預かり

施設の利用をしていない背景要因として，預ける

人や機関が身近にあるという状況が示された。ま

た，利用希望があっても利用にいたらない要因と

して，情報不足に加えて料金や定員，手続き等の

制度面・立地面の困難に加えて，託児への抵抗感

や保育への不安，周囲からの拒否的反応があると

推察された。加えて，母親の周囲からの拒否的反

応は，『母親は子育てに専念すべき』，『子どもがか

わいそう』等，子どもが小さいうちは母親が子ど

ものそばにいつも居て世話をするべきだというよ

うな，三歳児神話や母性神話的な信念が反映され

ているものが多かった。さらに，三歳児神話や母

性神話的な信念は母親の中にも存在しており，母

親の中では，そのような信念と子どもを一時保育・

一時預かり施設に預けたい気持ちとの葛藤が生じ

ている可能性が考えられる。 

2）母親の属性と利用の有無との関連 
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一時保育・一時預かり施設を利用しているか否

かと母親の属性との関連を分析し検討した研究も

ある。0~2歳の子どもの保護者594名に質問紙調

査を行った小池他（2018）の研究では，一時預か

り施設の利用の有無と保護者の属性（子ども数，

父親・母親年代，母親経験年数，就労状況，家族

形態，父親・母親出身地）の関連について分析を

行っている。その結果，子どもの数のみ有意に差

が出ており，子どもの数が多い家庭ほど一時預か

り施設を利用していることが明らかになった。ま

た，今井・伊藤（2019）は，4ヶ月~3歳の子ども

を育てる保護者に質問紙調査を実施し，子育て支

援資源の利用を促進・抑制する要因を検討してい

る。その結果，託児所や一時預かり施設を利用し

たことのある保護者は，有意に施設についての情

報を所有しており，施設利用に対して心理的抵抗

感の低いことが明らかになった。この結果を受け

て今井・伊藤（2019）は，心理的抵抗感を少しで

も取り除く工夫や取り組みが必要であると考察し

ている。 

3）利用中の困難 

工藤（2018）は，一時保育・一時預かり施設を

利用している母親に，利用する上での困難を尋ね

ている。その結果，「金銭的負担（67.5％）」，「子ど

もの体調や精神面への気づかいの大変さ

（66.2％）」，「情報収集が大変（61.0％）」，「自分自

身の心の準備や思い切りが必要（40.3％）」，「家族

の理解や協力を得ることが大変（23.4％）」，「利用

することに対する周囲の目が気になる（13.0％）」

との回答が得られていた。村田（2023）は，一時

保育の託児施設を定期的に利用する母親 35 名を

対象とした質問紙調査と35名中15名への聞き取

り調査，現場での参与観察を行っている。調査の

結果，35名の母親の中で半数近くが家族や知人に

利用を反対されたり咎められたりしており，反対

理由として世間体や金銭的負担が挙げられていた。

そして，反対された母親の中で 5 名の母親が家族

や知人に内緒で利用していた。 

これらの研究から，一時保育・一時預かり施設

利用前に母親が感じていた経済的負担感や情報収

集のための負担感，託児への抵抗感，子どもや周

囲の人からの拒否的反応とそれに対する負担感や

不安は，実際に一時保育・一時預かり施設の利用

に踏み切った後も利用し続ける間は感じているこ

とがうかがえる。つまり，一時保育・一時預かり

施設利用に際するネガティブな感情を抱えながら

利用を続ける母親も一定数いると考えられる。 

 

3．利用に対するネガティブな感情とその変化 

1）利用への不安・抵抗感・葛藤 

一時保育・一時預かり施設の利用に対する不安，

抵抗感，葛藤について，より詳しく分析，検討し

ている研究もある。 

松岡・櫻谷（2004）は，一時保育利用に対して

葛藤が「あった」と回答した群と「ない」と回答

した群に分けて，母親の属性や経験との関連を分

析しており，その結果，一時保育利用に対して葛

藤があった群はなかった群に比べて，他者に子ど

もを預けた経験がない者が有意に多かった。また，

村田（2023）の調査では，専業主婦や子育て経験

の浅い母親を中心に強い預けることへの不安を経

験していたことがわかった。また不安とともに抱

く感情も語りの中で記述されており，子どもが泣

くことに対する辛さや，「早すぎないか，けがなど

しないか」といった心配が母親から語られていた。 

工藤（2018）は，「子どもを預けたくない」もし

くは，「子どもを預けるのにためらいがあった」と

答えた母親を託児抵抗群として，そのような回答

をしなかった群と比較し，母親の属性や夫への感

情，子育て観との関連を検討している。子育て観

については，三歳児神話を支持しているかを「子

どもが 3 歳になるまでは母親がいつもそばにいる

のがよい」という項目を用い，親都合の託児を肯

定しているかを「親の都合で子どもを預けるのは

子どもがかわいそうである」という逆転項目を用

いて，4 件法（そう思う／どちらかと言えばそう
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思う／どちらかと言えばそう思わない／そう思わ

ない）で尋ねている。その結果，託児抵抗群は有

意に，母親が働いておらず，夫の育児に不満を抱

いており，三歳児神話を支持し，親都合の託児を

否定していることが示された。 

上記のような研究から，母親は一時保育・一時

預かり施設を利用することに対して，不安や抵抗

感，辛さ，心配などの複雑な感情体験をしている

ことが示された。また，託児への抵抗感には，母

親の就労の有無や夫への不満感，子育てへの信念

が関連している可能性が示唆された。 

また，工藤（2018）は子育て観と一時保育の利

用経験率との関連も検討し，興味深い結果が得ら

れている。分析の結果，親都合の託児を「肯定」

している母親の方が「否定」している母親よりも

一時保育利用経験率が有意に高く，三歳児神話を

「支持」する母親の方が「不支持」の母親と比べ

て一時保育利用経験率が有意に高かった。したが

って，親都合の託児を肯定している母親の方が一

時保育を利用している一方で，三歳児神話を支持

している母親の方が一時保育を利用していること

が示されたのである。つまり，一見矛盾している

ように思える，三歳児神話の考え方を支持する気

持ちと親都合での託児に肯定的である気持ちは一

時保育利用する母親の中で共存していると考えら

れる。 

2）利用による心理的変化 

松岡・櫻谷（2004）は一時保育施設の利用につ

いての感想も尋ねており，「満足している」と答え

た母親が88.2％，「どちらともいえない」が11.8％

おり，「不満である」と回答した者はいなかった。

加えて，一時保育を利用した後の母親の気持ちの

変化についても選択式で尋ねており，「安心して仕

事（用事）ができるようになった（66.7％）」，「精

神的な『ゆとり』が持てるようになった（63.6％）」，

「子育ての楽しさが理解できるようになった

（9.1％）」というような，心理的余裕が生まれたと

いう回答や，「担当の保育者や他の母親と子育てに

ついて話す機会ができた（27.3％）」といった身近

なサポートとのつながりを持てたという回答も得

られていた。また，「子どもを預けるときはつらい

が，子どもにとって必要なことと思えるようにな

った（27.3％）」や「子どもを預けるときはつらい

が，自分にとって必要なことと思えるようになっ

た（18.2％）」という，一時保育を自分や子どもに

とって必要なことであるという認識に変化したと

いう回答も得られていた。工藤（2018）でも，気

持ちの変化について尋ねており，松岡・櫻谷（2004）

と同様に，体力的，心理的，時間的余裕が生まれ

たと回答した母親が5~7割いたことに加えて，「以

前より子どもを預けることへの抵抗感が減った」

と回答した母親が約65％いた。さらに，それぞれ

の項目における母親の属性の偏りを分析した結果，

育てている子どもが 1 人である母親の方が複数児

を育てる母親に比べて，子どもを預けることへの

抵抗感が減ったと回答していることが示された。 

村田（2023）では聞き取り調査を実施し，より

一時保育への不安感や抵抗感の変化のプロセスに

ついて検討している。その結果，周囲から反対さ

れても一時保育を利用していた母親は，短時間で

も，子どもと離れることが自分にとって必要だと

考えていたことが示されていた。さらに，村田

（2023）は，フルタイムの仕事を育休中の母親 1

名に対して，特に詳しく聞き取り調査を実施して

いる。この母親は，保育への不安や他者にお金を

出してまで預けるのはどうなのかといった漠然と

した抵抗感，自分の都合のために子どもがしんど

い思いをするのではという心配と罪悪感から，1

年程一時保育の利用をためらっていた。しかし，

職場復帰のために子どもの慣らし保育をすること

を理由として，様々な情報を調べ安心できる一時

保育施設を選んで，一時保育の利用に踏み切った。

一時保育利用を通して，子どもが慣れてきたこと

による変化を感じ，「子どもと2人きりのままでは

子どもの成長のためにも限界だった。（子どもは）

もっと知らない人と接したいんだろうなと思っ
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た。」と振り返っていた。また，今後他の託児施設

を利用することに対しても一時保育を利用した経

験から，「なんとかなると思う」といった抵抗感の

軽減や安心感の獲得につながっていた。一方で，

子どもがかわいそうという気持ちや託児への不安

は，まだ抱えており，託児に際しての葛藤はまだ

あると語られていた。これらの語りから村田

（2023）は，この母親は一時保育施設を利用した

ことで“納得”という大切なプロセスを経て託児

に踏み切ることができたと考察している。 

以上のような研究から，一時保育・一時預かり

施設を利用することによって母親は，母親仲間や

支援者とのつながりを得ており，精神的・体力的

余裕が生じることも感じていた。また，実際に利

用を繰り返すことで，一時保育・一時預かりを子

どもや自分にとって必要なものであると意味づけ，

認識が変化することによって，託児への抵抗感や

不安が軽減すると考えられる。一方で，託児に際

しての葛藤は完全に無くなるわけではないことも

示唆されていた。 

 

4．その他の託児への抵抗感の心理学的研究 

ここまでレビューしてきた研究は，看護学，保

育学，社会学の分野における研究がほとんどであ

り，母親の持つ子育て支援へのニーズや，制度や

社会的意識が母親の認知や感情にどのように影響

を与えているかを検討している研究が多かった。

次項にて，母親が抱く一時保育・一時預かり施設

利用への抵抗感を考察するにあたり，託児への抵

抗感を臨床心理学的視点から検討した甲斐（2012）

の研究を紹介しておきたい。 

甲斐（2012）は，母親が子どもと「離れる」こ

とを子育ての中でどう意識するかを検討すること

を目的に，0~6 歳の子どもを育てる保護者 64 名

に質問紙調査を実施し，保育園もしくは幼稚園を

利用している 3~6 歳の子どもを育てる母親 14 名

にインタビュー調査を実施している。その結果，

預けることに対する母親の意識の形成に影響を及

ぼす要因として，①母親自身の不安，②子どもの

状態・特性，③経済的な必然性，④子どもと一緒

にいたい気持ち，⑤周囲からの声，⑥子どもと離

れる体験，⑦母親自身のリフレッシュ体験が挙げ

られていた。また，インビュー調査では，母親の

託児に対する気持ちの揺れ動きが示されており，

託児施設を利用する前は，子どもの特性・保育の

質への不安感や周囲の反応・母親の子育て観によ

る罪悪感を抱いていても，実際に利用した際に子

どもが楽しそうに過ごしている様子を見聞きし，

託児に対する漠然とした安心感を得るに至ってい

た。このような結果から，甲斐（2012）は，母親

の中には，自分自身が子どもにとって絶対的存在

であると信じている思いがあるとして，この思い

は母親としての自分の存在意義や万能感につなが

る一方で，子育ての大きなプレッシャーにもつな

がっていると考察していた。また，質問紙では「託

児へのためらいは無い」と回答しながらも，イン

タビュー調査では自責の念や迷いを語る母親がい

たことから，母親の託児への感情は，「預けたい」，

「預けたくない」と一面的に割り切れるものでは

なく，様々な思いや価値観に揺れ動いていること

が明らかになったと述べている。 

  

Ⅳ 総合考察 

1．乳幼児の母親が抱く託児に対する抵抗感 

 一時保育・一時預かり施設利用への心理的抵抗

感は全ての母親が抱いているわけではないと考え

られるが，松岡・櫻谷（2004）や工藤（2018）の

研究結果から，一時保育を利用した母親の 4 割程

度が利用前に心理的抵抗感を抱いていることが明

らかになった。これらの研究では，一時保育をす

でに利用している母親を対象としているため，一

時保育を利用していない母親を含めると，一時保

育への抵抗感を抱く母親はより多くの割合でいる

と推察される。以下に，先行研究から考えられる，

母親が抱く託児に対する心理的抵抗感を構成する

感情と背景要因，一時保育利用によるそれらの感
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情の変化を論じる。 

1）託児への抵抗感が生じるプロセス 

先行研究の結果から，託児への抵抗感には，保

育の質や子どもの特性への不安・心配，子どもへ

の罪悪感，世間体への不安，乳幼児期の子どもを

他者に預けることに対する漠然としたためらいが

含まれる複合的感情であることが示された。さら

に，専業主婦である母親や 1 人の子どもを育てて

いる母親の方がその他の母親と比べて，一時保育・

一時預かり施設利用への抵抗感を抱きやすいこと

も明らかになった。加えて，抵抗感を抱く背景要

因として，制度面・立地面の困難や子どもの特性

に加え，特に夫や家族など周囲の人からの一時保

育利用を反対もしくは否定する反応と，母親自身

が持つ子育てとは・母親とはこうあるべきという

信念も，託児への抵抗感に大きく影響していると

考えられる。 

しかし，冒頭部分でも述べたように，一時保育・

一時預かり施設の利用を希望する母親は多い（小

池他，2018）。そのため，母親の中では，託児への

希望や期待と託児への抵抗感や子育てへの信念が

葛藤状態にあり，母親は一時保育の利用をめぐっ

て，複雑な感情同士の葛藤や揺らぎを体験してい

ると考えられる。一方で，工藤（2018）により，

一時保育の利用に至った母親の中では，母性神話

を支持する気持ちと親都合での託児を肯定する気

持ちは共存するという結果が得られていた。つま

り， “子どもには母親がいつもそばにいるのが良

いけれど，親の都合で子どもを預けてもよい”と

いうように，三歳児神話的な信念を持ちながらも

親都合への託児を許容する考えも持ち合わせてい

る母親は託児への抵抗感が比較的小さいと推測さ

れる。逆に，“子どもには母親がいつもそばにいる

のが良いのだから，親の都合で子どもを預けては

いけない”という子育て観を持つ母親は託児への

大きな抵抗感を抱きやすいと考えられる。しかし，

甲斐（2012）でも指摘されていたように，母親が

持つ母性神話的な信念は，母親としての責任感か

ら生じていると考えられ，母親が自身の存在意義

や自己効力感にもつながっていることから，母性

神話的信念を抱くこと自体が問題なのではないと

思われる。したがって，母親の持つ母性神話的な

信念を否定したり無くしたりするのではなく，母

親の心身の負担感を和らげ今後も子育てを健康的

に続けるための親都合の託児を母親自身が許容で

きることが，一時保育利用への抵抗感を軽減させ

一時保育利用へとつながると考えられる。 

2）託児施設利用による抵抗感の変化 

一時保育・一時預かり施設利用への抵抗感につ

いて母親に調査した先行研究の多くが，母親が一

時預かり事業というサービスに満足しており，実

際に子どもを預ける体験をすることで託児への抵

抗感が軽減することを示していた。加えて，先行

研究から，母親は託児施設に子どもを預けること

によって，子どもが楽しんでいる様子を見聞きし

子どもにとって利益があると思えると，安心感を

抱き，託児への抵抗感が和らぐというプロセスを

たどると考えられる。 

また，一時保育・一時預かり施設に子どもを預

けることによって，時間的余裕や精神的ゆとりが

生まれ，心身の負担感も和らぐことを母親が感じ

ていることも示唆され，一部の母親は一時保育に

子どもを預ける時間が自分にも必要だという認識

を持つようになっていた。一方で，一時保育・一

時預かり施設を利用している間も，子どもへの罪

悪感や託児への抵抗感，周囲からの反応に対する

不安が完全に無くなるわけではなく，葛藤を抱き

ながら子どもを預けている母親も一定数いると推

測される。 

このような先行研究の結果から，一時保育・一

時預かり施設の利用が母親自身のリフレッシュの

ために必要であると母親が心から納得することに

は大きなハードルがある可能性がある。そのため，

乳幼児の母親に対して，一時保育・一時預かり施

設の利用を促す際には，子どもの発達や成長への

意味やメリットも説明する声かけが有効であると
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考えられる。 

 

2．一時預かり施設利用への母親の心理に関する

研究の課題 

本邦における一時預かり事業に関する研究は，

近年増加傾向にあるが，一時保育・一時預かり施

設の利用に対する母親の感情や利用を通した心理

的変化について十分には明らかになっていないと

思われる。そのため，今後も研究知見の蓄積と実

践への還元が期待される。最後に，今後の研究課

題を3点述べる。 

1 点目は，母親本人に対するインタビュー調査

の実施と質的分析による検討である。先行研究の

ほとんどは質問紙調査による検討であった。しか

し，甲斐（2012）が託児への母親の心理は一面的

に割り切れるものではないと指摘していたように，

選択式の質問紙調査で託児に対する母親の感情と

その変化を明らかにするには，限界があると考え

られる。したがって，母親に対して一時保育・一

時預かり施設利用への心理的抵抗感やその変化に

ついてのインタビュー調査を行うことによって，

より詳しい抵抗感を抱くプロセスや利用による変

化が明らかになると考えられる。加えて，質的分

析によって，心理的抵抗感の低減に至るまでに母

親がどのような思考や感情をたどっているのかが

より明らかになれば，一時保育・一時預かり施設

と母親をつなぐ支援に活かせると考える。 

2 点目に，一時保育・一時預かり施設利用に対

する心理的抵抗感を構成する感情を分けて検討を

実施することを挙げる。先行研究によって，母親

が抱く託児への心理的抵抗感は，不安や心配，罪

悪感などの様々な感情が含まれる複合的感情であ

ることが示された。そのため，心理的抵抗感を構

成要素に分け，それぞれの関連や各発生機序の検

討を進めることで，母親の内的体験の理解が進み，

より母親に寄り添った子育て支援の工夫を構築す

ることにつながると考える。 

3 点目に，母親の心身の健康度への一時保育・

一時預かり施設利用のポジティブな効果について

の検討である。母親が感じた一時保育・一時預か

り施設利用によるポジティブな影響は項目選択式

の質問紙調査による検討に留まっており，母親の

心身の健康度や子育てへのポジティブな効果を示

すにはより詳しく検討を行う余地があると思われ

る。そのため，一時預かり事業を利用することに

よる心理的抵抗感の軽減とともに，母親の中に生

じるポジティブな感情や負担感・疲労感の軽減な

どの，効果を検討することが重要であり，一時保

育・一時預かり施設利用前後を含めた縦断的調査

が必要だと考えられる。 

以上のような課題を明らかにすることは，子育

て支援の質的向上の一助となることに加え，村田

（2023）で存在が明らかになった周囲に内緒で一

時保育・一時預かり施設を利用する母親の罪悪感

の軽減，また，社会的意識の改変につながるとい

った，重要な意義があると考える。 
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